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2007秋田わか杉国体まで

あと455日

市役所からお知らせ

９９ペペーージジ

健 康 14

催 し 18
情報チャンネルa

育児コーナー
福祉医療費の申請を

市長ほっとコラム～100人寄れば

木
こ

の花・草
そ

の花たより～ハマナス

麻しん・風しん 予防接種

わか杉国体特集～開催まで455日～

夏休みのイベント
手続き時アルヴェ駐車場が1時間無料
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▼
平
成
19
年
10
月
13
日
〜
15
日

▼
平
成
19
年
９
月
29
日
〜
10
月
９
日

全
国
か
ら
１
万
２
千
人
が
秋
田
市
に

昭和36年まごころ国体。あの歓声が戻ってきます

大人気のスギッチはＰＲに大忙し(６月４日の河辺へそまつり会場で)

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

国
体
の
正
式
名
称
は
「
国
民
体
育
大
会
」。
各
都

道
府
県
を
代
表
す
る
選
手
た
ち
が
一
堂
に
集
ま
っ
て

行
う
、
わ
が
国
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。

昭
和
二
十
一
年
に
京
阪
神
地
方
で
行
わ
れ
た
大
会

が
第
一
回
。
以
後
、
各
都
道
府
県
の
持
ち
回
り
で
毎

年
開
催
さ
れ
、
昭
和
三
十
六
年
に
は
第
十
六
回
大
会

が
秋
田
県
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
温
か
い
県
民
性
を
発

揮
し
た
手
厚
い
も
て
な
し
は
「
ま
ご
こ
ろ
国
体
」

「
民
泊
国
体
」
と
呼
ば
れ
、
参
加
者
の
絶
賛
を
あ
び

ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
来
年
。
第
六
十
二
回
と
な
る
国

体
が
、
四
十
六
年
ぶ
り
に
秋
田
県
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

行
わ
れ
る
競
技
は
、
正
式
競
技
が
三
十
七
、
公
開
競

技
が
二
の
全
部
で
三
十
九
競
技
。
秋
田
市
で
は
、
そ

の
う
ち
十
一
の
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
各
地
か
ら
秋
田
市
に
訪
れ
る
選
手
、
監
督
、

役
員
は
約
一
万
二
千
人
。
男
女
総
合
成
績
第
一
位
に

贈
ら
れ
る
「
天
皇
杯
」、
女
子
総
合
成
績
第
一
位
に

贈
ら
れ
る
「
皇
后
杯
」
を
め
ざ
し
、
県
内
各
地
で
熱

い
戦
い
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

秋
田
わ
か
杉
国
体
の
開
催
ま
で
、
四
百
五

十
五
日
。
国
体
を
宣
伝
す
る
看
板
や
た
れ
幕

が
街
の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
い
よ
い
よ
、
国
体
間
近
！
」
と
い
う
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

君
の
ハ
ー
ト
よ
位
置
に
つ
け



国
体
の
主
役
は
選
手
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
面

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
で
は
、
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
つ
い

て
、「
わ
」「
か
」「
す
」「
ぎ
」
か
ら
始
ま
る
四

つ
の
目
標
を
掲
げ
ま
し
た(

上)

。
一
人
ひ
と

り
が
、
身
近
に
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

と
お
し
て
国
体
に
か
か
わ
り
、
全
国
か
ら
訪

れ
る
人
た
ち
を
温
か
く
迎
え
、
ま
ご
こ
ろ
あ

ふ
れ
る
国
体
に
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

今
年
十
月
か
ら
、
国
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
を
開
始
し
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
、
広
報
あ
き
た
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
ん
な
に
大
勢
の
人
た
ち
が
、
全
国
各
地

か
ら
集
ま
る
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん
。
秋
田
を
全
国
に
売
り
込
む
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
、
み
ん
な
の
心
に
〟秋
田
の
何

か
〟が
残
る
、
す
ば
ら
し
い
国
体
に
し
た
い

も
の
で
す
。

各
競
技
を
円
滑
に
運
営
し
、
歓
迎
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
る
に
は
、
企
業
の
み
な
さ
ん
の

協
力
も
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

国
体
は
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
た
く
さ
ん
の

選
手
や
監
督
、
観
戦
に
き
た
お
客
さ
ん
に
対

し
、
秋
田
市
が
誇
る
地
場
産
業
な
ど
を
紹
介

し
、
秋
田
市
の
す
ば
ら
し
さ
を
全
国
に
発
信

す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
チ

ャ
ン
ス
を
生
か
す
た
め
に
も
、
秋
田
市
全
体

の
さ
ら
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
は
か
る
と

い
う
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
企
業
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

協
賛
品
の
種
類
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
、
市
国
体
局
総
務
企
画
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�(

８
６
６)

２
８
３
０

市
民
総
参
加
で

盛
り
上
げ
よ
う

企
業
の
み
な
さ
ん

も
協
力
く
だ
さ
い

か
っ
こ
い
い
「
ス
ギ
ッ
チ

エ
ス
ケ
ー
プ
号
」。
ト
ヨ

タ
カ
ロ
ー
ラ
秋
田
(株)
か
ら

無
償
貸
与
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た(

４
月
21
日)

協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

奥
羽
住
宅
産
業
(株)
か
ら
、

物
品
協
賛
の
第
一
号
と
し

て
雨
ガ
ッ
パ
五
百
着
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

(

６
月
12
日)

市内で行われる競技の種目と会場

わ
た
し
た
ち
の
総
力
を
結
集
し

て
、
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う

活
力
に
あ
ふ
れ
る
「
い
い
ま
ち
あ

き
た
」
を
全
国
に
発
信
し
よ
う

ス
ポ
ー
ツ
の
す
ば
ら
し
さ
を
満

喫
し
よ
う

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
ま
ご
こ
ろ

で
、
全
国
か
ら
集
う
人
た
ち
を

迎
え
よ
う

協
力
員
と
し
て
大
会
運
営
に
参
加(

受

付
で
の
資
料
配
布
や
休
憩
所
で
の
接
待

な
ど)

企
業
協
賛
で
協
力

│
な
ど

文
化
施
設
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
観
光

案
内
　
伝
統
芸
能
の
披
露
　
手
作
り
記

念
品
の
制
作

│
な
ど

観
戦
と
応
援
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

仲
間
づ
く
り
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
な
ど

の
行
事
に
参
加

│
な
ど

競
技
会
場
周
辺
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

店
舗
や
宿
泊
施
設
を
花
で
飾
る
　
手
作

り
応
援
の
ぼ
り
旗
の
制
作

│
な
ど

市
民
運
動
の
基
本
目
標

わかすぎ

協
賛
の
一
例

物
品
協
賛
＝
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
飲
料

水
、
医
薬
品
、
飾
り
花
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど

広
告
協
賛
＝
の
ぼ
り
旗
、
う
ち
わ
、
タ
オ
ル
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
会
場
マ
ッ
プ
な
ど

広報あきた ７月１日号03
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大
会
開
催
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
住
民
参

加
に
よ
る
「
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
」
を
行
う
予
定
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
「
聖
火
」
に
あ
た
る
炬
火
は
、
リ
レ
ー
の

先
導
者
が
持
つ「
ト
ー
チ
に
灯
さ
れ
る
火
」の
こ
と
で
す
。

こ
の
炬
火
は
、
国
体
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
県
立
中
央
公

園
に
あ
る
県
営
陸
上
競
技
場
に
設
置
す
る
炬
火
台
に
点
火
さ

れ
、
大
会
期
間
中
、
選
手
た
ち
の
情
熱
に
負
け
な
い
く
ら
い

に
赤
々
と
燃
え
な
が
ら
、
そ
の
活
躍
を
熱
く
見
守
り
ま
す
。

採
火(

火
を
お
こ
す
こ
と)

は
、
県
内
九
地
域
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
色
を
い
か
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
秋
田
市
で
は

御
所
野
地
蔵
田
遺
跡(

弥
生
っ
こ
村)

で
、
マ
イ
ギ
リ(

写
真
左

上)

な
ど
の
自
然
採
火
法
で
採
火
す
る
予
定
で
す
。

秋
田
わ
か
杉
大
会
を

国
体
の
直
後
に
開
催

大
会
旗
と
炬き

ょ

火か

を

み
ん
な
で
リ
レ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
る
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク(

国
際
身
体

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会)

が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
体
が
終

わ
っ
た
後
に
も
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま

す
。こ

の
大
会
は
、
障
害
の
あ
る
選
手
が
競
技
な
ど
を
通
じ
、

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
人
々

が
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
理
解
を
深
め
、
障
害
者
の
社
会

参
加
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

来
年
は
、
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
直
後
、
十
月
十
三
日
か
ら

十
五
日
ま
で
の
三
日
間
、「
秋
田
わ
か
杉
大
会
」
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

競
技
数
は
十
三
。
秋
田
市
で
は
、
陸
上
競
技
、
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
、
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
、
七
つ
の
競

技
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

第
七
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

平成17年「輝いて！ おかやま大会」で行われた
アーチェリー競技

採火予定地の弥生っこ村(御所野)

棒
と
ひ
も
で
作
っ
た
マ
イ
ギ
リ
で

起
こ
し
た
火(

弥
生
っ
こ
村)

グランドソフトボール

弥
生
っ
こ
村
で
自
然
採
火
！

身
…
身
体
障
害
者
の
か
た
が
出
場
で
き
る
競
技

知
…
知
的
障
害
者
の
か
た
が
出
場
で
き
る
競
技



国体本番を想定した競技別リハーサル大会が、７月下旬の「第30回全日本都市対抗テニ
ス大会」を皮切りに、市内８か所の会場で開催されます。リハーサル大会とは、来年の国
体本番に向け、大会運営の習熟をはかることと、“来年は国体開催！”という機運の盛り
上げを目的として、既存の競技会をリハーサル大会と位置づけて開催するものです。
どの大会も、全国大会や東北大会など、レベルの高いものばかり。入場は無料です。み

なさんもぜひ足を運んで応援しましょう。

秋田市国体局総務企画課tel(866)2830
ホームページ http://www.city.akita.akita.jp/city/gn/na/newna/

秋田わか杉国体・大会の
問い合わせ

秋田市で行われる競技別リハーサル大会

広報あきた ７月１日号05

第30回全日本都市対抗テニス大会大会名

７月21日(金)～23日(日)

県立中央公園県営庭球場
(雄和椿川字駒坂台4-1)

日程

会場

平成18年度(第41回)東北倶楽部対抗
競技

大会名

９月８日(金)

秋田椿台カントリークラブ
(雄和椿川字奥椿岱235)

日程

会場

平成18年度(第７回)東北女子倶楽部
対抗競技

大会名

９月６日(水)

秋田カントリー倶楽部
(新屋砂奴寄5-1)

日程

会場

第31回全国教員柔道大会大会名

７月30日(日)

県立武道館
(新屋町字砂奴寄2-2)

日程

会場

平成18年度全国センター・ファイア・
ピストル射撃競技大会

大会名

９月８日(金)～９日(土)

秋田県警察学校射撃場
(新屋勝平台9-2)

日程

会場

第42回全国社会人サッカー選手権大会大会名

10月14日(土)

八橋陸上競技場・八橋球技場
(八橋運動公園1-10・八橋運動公園1-1)

日程

会場

秋田市で行われる競技別リハーサル大会

平成18年度(第12回)東北ジュニアゴル
フ選手権競技(男子15～17歳の部）

大会名

7月24日(月)～25日(火)

南秋田カントリークラブ
(金足吉田字浅田1-1)

日程

会場

第11回東北高等学校新人陸上競技選
手権大会

大会名

９月29日(金)～10月１日(日)

県立中央公園県営陸上競技場
(雄和椿川字駒坂台4-1 )

日程

会場

●
各
会
場
と
も
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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●
太
田
昭
夫(
楢
山)

●
野
田
安
雄(

川
尻)

●
濱
田
ミ
チ
子(

金
足)

●
鈴
木
賢
光(

上
北
手)

●
齊
藤
清
仁(

雄
和)

●
佐
々
木
勇
吉(

新
屋)

●
菊
池
正
親(

広
面)

●
小
林
勝
治(

外
旭
川)

●
大
日
向
広
三(

新
屋)

●
嵯
峨
浩
一(

上
北
手)

●
鳥
海
定(

広
面)

●
加
藤
長
二
郎(

東
通)

●
工
藤
和
郎(

東
通)

●
石
川
忠
司(

中
通)

●
鎌
田
俊
平(

南
通)

●
藤
原
賢
一(

楢
山)

●
佐
藤
正(

楢
山)

●
齋
藤
尚
子(

楢
山)

●
船
澤
久
一(

八
橋)

●
大
里
茂
昭(
八
橋)

●
木
村
吉
輝(
八
橋)

●
和
田
栄
治(

大
町)

●
能
登
虎
太(

大
町)

●
越
智
秀
一(

高
陽)

●
鈴
木
隆
夫(

旭
南)

●
板
垣
隆(

川
元)

●
渡
部
耕
二(

川
尻)

●
木
本
正
春(

川
尻)

●
横
田
勇(

川
尻)

●
長
谷
部
忠
雄(

山
王)

●
小
原
良
民(

茨
島)

●
工
藤
正(

茨
島)

●
桃
井
二
三
雄(

牛
島)

●
目
黒
邦
雄(

牛
島)

●
加
賀
谷
照
雄(

楢
山)

●
�
橋
喜
美
男(

牛
島)

●
工
藤
昭
治(

泉)

●
鎌
田
英
義(

手
形)

●
�
橋
重
喜(

山
内)

●
渡
邊
八
郎(

広
面)

●
湯
沢
幸
　(

広
面)

●
松
村
雄
逸(

柳
田)

●
見
上
健
一(

手
形
山)

●
金
重
男(

手
形)

●
岩
澤
裕(
泉)

●
伊
藤
國
夫(

土
崎
港)

●
和
島
和
春(

土
崎
港)

●
森
沢
欣
治(

土
崎
港)

●
加
賀
谷
俊
雄(

土
崎
港)

●
伊
藤
正
市(

土
崎
港)

●
石
井
鉄
二
郎(

新
屋)

●
小
玉
惇(

寺
内)

●
岩
城
毅(

将
軍
野)

●
加
賀
谷
毅(

土
崎
港)

●
鈴
木
一
右
エ
門(

太
平)

●
佐
々
木
兼
雄(

太
平)

●
�
橋
一
三(

外
旭
川)

●
石
川
敏
雄(

外
旭
川)

●
小
坂
義
己(

飯
島)

●
佐
久
美
亀
利(

飯
島)

●
保
坂
安
隆(

飯
島)

●
泉
谷
忠
士(

飯
島)

●
伊
藤
照
雄(

港
北)

●
熊
谷
昭
男(

上
新
城)

●
簾
内
昇
四
郎(

仁
井
田)

●
園
部
實(

仁
井
田)

●
田
口
フ
サ
子(

仁
井
田)

●
櫻
庭
清
司(

御
野
場)

●
畠
山
勇(

下
北
手)

●
佐
々
木
紀
男(

下
北
手)

●
千
蒲
隆(

金
足)

●
小
原
俊
二(

寺
内)

●
佐
々
木
信
夫(

大
住)

●
田
口
長
男(

河
辺)

●
石
塚
正
彦(

河
辺)

●
菅
原
正
人(

河
辺)

●
熊
谷
良
之
助(

河
辺)

●
松
澤
盛
義(

河
辺)

●
佐
々
木
勝
治(

河
辺)

●
川
上
正
幸(

河
辺)

●
工
藤
忠
兵
衛(

雄
和)

●
佐
々
木
隆(

雄
和)

●
酒
井
善
重
郎(

雄
和)

税
財
政

交
通
安
全

(
納
税
貯
蓄
組
合
長)

(

交
通
指
導
隊
員)

金
かね

田
た

昭
しょう

三
ぞう

長年にわたり秋田市家庭
相談員として、児童の健
やかな発達・育成に尽力
し、子育て支援施策の推
進に大きく貢献しまし
た。

さん(北秋田市)

一
般
表
彰敬

称
略

秋
田
市
功
労
者
を
表
彰

７
月
12
日
「
市
の
記
念
日
式
典
」

見
み

上
かみ

裕
ゆう

子
こ

長年にわたり音声訳ボラ
ンティアとして「声の広
報あきた」の制作活動を
続けるなど、視覚障害者
と市政の架け橋として大
きく貢献しました。

七
月
十
二
日
は
「
市
の
記
念
日
」
で
す
。
明
治
二
十
二
年
の
七
月
十
二
日
に
秋
田
市

役
所
が
開
庁
し
た
こ
と
に
ち
な
み
、
昭
和
三
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
七
月
十
二
日
(水)
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
、「
市
の
記
念
日
式
典
」
を
文
化

会
館
で
行
い
、
市
勢
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
百
十
四
人
、
八
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

自
治
振
興

(

町
内
会
長)

功
労
者
表
彰

さん(手形山)



【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

●
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
レ
ポ
レ

●
レ
プ
ス

●
ラ
ッ
プ
ル
の
会

●
向
日
葵
の
会

●
杉
の
木
園

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
鳥
井
実
演
歌
劇
場
日
本

列
島
絆
の
会
秋
田
本
部

●
平
和
ハ
ー
モ
ニ
カ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

●
せ
せ
ら
ぎ
歌
謡
会

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

●
大
島
柳
太
郎(

河
辺)

●
佐
々
木
サ
チ
子(

楢
山)

●
二
木
金
弘(

河
辺)

●
諏
訪
孝(

仁
井
田)

●
伊
藤
愼
一(

牛
島)

●
桜
田
清(

豊
岩)

●
大
越
亥
年
生(

八
橋)

●
佐
々
木
善
雄(

新
屋)

●
�
橋
一
征(

牛
島)

【
商
業
振
興
】

●
平
澤
孝
夫(

保
戸
野)

●
木
曽
勝
廣(

広
面)

●
赤
沼
辰
夫(

新
屋)

●
三
浦
英
男(

牛
島)

●
加
藤
和
美(

牛
島)

●
渋
谷
清
春(

大
住)

●
石
川
利
郎(

牛
島)

●
長
山
秀
司(

手
形)

●
藤
田
正
三(

土
崎
港)

●
加
賀
谷
明
夫(

土
崎
港)

【
工
業
振
興
】

●
工
藤
道
男(

保
戸
野)

【
青
少
年
育
成
】

●
下
田
慈
子(

御
野
場)

●
谷
口
紘
子(

御
野
場)

●
山
本
長
一
郎(

手
形
山)

【
児
童
育
成
ク
ラ
ブ

世
話
人
】

●
石
川
知
子(

手
形)

●
大
塚
タ
チ
子(

八
橋)

●
工
藤
郁
子(

高
陽)

●
森
屋
節
子(

南
通)

●
伊
藤
眞
由
美(

泉)

社
会
福
祉

産
業
振
興

教
育
・
文
化

長年にわたり市公害対策
審議会および環境審議会
の委員として、化学工学
における専門的な見地か
ら環境施策の推進に大き
く貢献しました。

菅
すが

原
わら

拓
たく

男
お

千秋美術館　　　　　　tel(836)7860
開館時間：午前10時～午後６時(入館は５時30分まで)
赤れんが郷土館　　　　tel(864)6851
開館時間：午前９時30分～午後４時30分
民俗芸能伝承館　　　　tel(866)7091
開館時間：午前９時30分～午後４時30分
旧金子家住宅　　　　　tel(866)7091
開館時間：午前９時30分～午後４時30分
佐竹史料館　　　　　　tel(832)7892
開館時間：午前９時～午後４時30分
久保田城御隅櫓　　　　tel(832)1298
開館時間：午前９時～午後４時30分
旧黒澤家住宅　　　　　tel(831)0285
開館時間：午前９時30分～午後４時30分
河辺農林漁業資料館 tel(883)2638
開館時間：午前９時～午後５時　　
大森山動物園　　　　　tel(828)5508
開館時間：午前９時～午後４時30分(入園は４時まで)

７月９日(日)

市の記念日を記念して、次の施設を下記の日程で無
料開放します。どうぞご利用ください。

７月12日(水)市の記念日

開館時間：午前10時～午後８時

旧金子家住宅

７月９日(日)は
ザ・ブーンが入館無料！

プールに浮いたサッカーゴールにボールを
シュート！　先着100人。

２人ペアで、往復１人ずつバタ足。速さを
競います。先着50組100人。

プール内に立っているお父さんやお母さん
に浮き輪を投げよう！　先着50組100人。

クアドームザ・ブーン tel(827)2301

市の施設を
無料開放！

楽しいイベントもすべて参加無料。
賞品や参加賞もあるよ。

さん(手形)

★13：30～　サッカーシュートに挑戦！

★14：30～　バタバタ　バタ足レース！

★15：30～　親子で挑戦！　
浮き輪ハード投げーム

広報あきた ７月１日号07
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▼

▼
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人
は
、
自
分
の
お
か
れ
た
立
場
を
も
と

に
物
事
を
判
断
し
が
ち
で
す
。
一
人
の
人

が
当
然
と
思
う
こ
と
が
、
別
の
人
に
と
っ

て
は
違
う
と
い
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

私
が
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
た
あ
る
時
、
私

を
見
た
中
年
の
奥
さ
ん
が
「
市
長
さ
ん
、

プ
ー
ル
に
行
け
ば
五
百
円
も
と
ら
れ
る
、

も
っ
と
安
く
し
て
！
」
と
言
う
の
で
す
。

今
は
市
立
プ
ー
ル
が
な
い
の
で
、
ど
こ
の

話
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
県
立
の

屋
内
プ
ー
ル
の
こ
と
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
建
設
に
は
何
十
億
円
も
の
県
民

の
税
金
が
費
や
さ
れ
維
持
費
も
か
か
る
か

ら
五
百
円
で
も
間
に
合
わ
な
い
と
思
う
。

プ
ー
ル
を
使
わ
な
い
人
も
負
担
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
程
度
は
理
解
し

て
」
と
い
う
趣
旨
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、

隣
で
聞
い
て
い
た
別
の
奥
さ
ん
が
「
私
は

プ
ー
ル
に
行
か
な
い
。
不
公
平
だ
か
ら
も

っ
と
高
く
す
る
よ
う
に
県
知
事
さ
ん
に
言

っ
て
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

市
政
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
で
多
く
の
市
民
意
見
を
聞
く
こ
と

は
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

立
場
立
場
で
意
見
は
千
差
万
別
で
す
し
、

加
え
て
、
自
分
に
関
係
の
あ
る
こ
と
に
は

意
見
を
出
す
も
の
の
、
関
係
な
い
こ
と
に

は
関
心
を
示
さ
な
い
傾
向
が
強
く
、「
市
民

全
体
と
し
て
は
、
ど
う
な
ん
だ
」
と
い
う

答
え
が
出
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

前
述
の
プ
ー
ル
の
例
を
と
っ
て
も
、
泳

が
な
い
奥
さ
ん
に
と
っ
て
は
な
く
て
も
よ

い
も
の
で
す
が
、
プ
ー
ル
を
使
わ
な
い
そ

の
奥
さ
ん
も
公
設
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
低
料

金
で
使
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
な
れ
ば
、
ど
ち
ら
も
同
じ
こ
と
、

高
い
安
い
と
い
う
議
論
は
単
純
に
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

要
は
、
ひ
と
つ
の
事
柄
だ
け
を
と
ら
え

て
議
論
し
て
も
答
え
に
は
な
ら
ず
、
状
況

を
広
く
と
ら
え
、
異
な
る
立
場
を
重
ね
合

わ
せ
て
議
論
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
良
い

答
え
が
出
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

市
で
は
昨
年
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
各
種
集

会
、
審
議
会
、
意
見
公
募
な
ど
に
よ
っ
て

市
民
意
見
を
幅
広
く
聞
く
た
め
の
ル
ー
ル

と
し
て
「
し
あ
わ
せ
づ
く
り
市
民
公
聴
条

例
」
を
制
定
し
、
今
回
そ
れ
に
基
づ
き

「
市
民
100
人
会
」
と
い
う
新
し
い
発
想
の
制

度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

無
作
為
に
選
ん
だ
市
民
百
人
に
、
市
の

計
画
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
状
況
説
明
を

行
っ
た
う
え
で
意
見
を
お
聞
き
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考

え
る
場
面
と
、
立
場
を
超
え
て
考
え
る
場

面
と
が
想
定
さ
れ
、
き
っ
と
今
ま
で
の
関

係
者
中
心
の
意
見
聴
取
と
は
、
ひ
と
味
も

ふ
た
味
も
異
な
る
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

市
政
推
進
の
立
場
か
ら
は
、
ひ
と
つ
の

冒
険
で
す
が
、
我
々
も
立
場
を
超
え
る
発

想
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
に
入
り
ま
し
た
。

も
し
か
し
て
、
あ
な
た
が
選
ば
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
は
ご
協
力
を
！

市長●佐竹敬久

一
〇
〇
人
寄
れ
ば

秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の
内容などをお伝えしています。
http://www.city.akita.akita.jp/

「市民100人会」がスタート。
あなたの生の声をお聴かせください

…と
思う

こん
なこ
とも
…私は

…
そう
そう
…
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市役所のさまざまな仕事や
大切なことを伝えてくれる、
強力な助っ人たちです！

ゼ
イ
レ
ッ
ド
、
ゼ
イ
ブ
ル
ー
、
ゼ
イ
イ
エ
ロ
ー
。

ゼ
イ
キ
ッ
ズ
は
宇
宙
の
か
な
た
に
あ
る
タ
ッ
ク
ス

星
の
小
学
６
年
生
。
地
球
の
税
金
を
学
び
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
市
の
税
金
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し

て
、
税
金
の
大
切
さ
を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
ま
す
。

顔が管で体は水のカンちゃん(本名：水乃環太
朗)は、朗らかできれい好き、誰とでもすぐに仲
良くなれる10歳の男の子です。
今年３月から上下水道局で、水の大切さや水

道・下水道についてＰＲする仕事をしています。

スギッチは、来年開催の「秋田わか杉国体」
「秋田わか杉大会」のマスコット。矢印形の体
には、「てっぺんをめざす」という意味がこめ
られています。

やはり人気、知名度とも一番！
市民税課で毎日勉強する頑張り屋

エコアちゃんは、森の奥で暮らしてい
たブナの木の妖精です。
近くにある秋田市のごみ問題が気にな

り、家族で引っ越してきて、ごみの減ら
し方、地球にやさしいごみの出し方をＰ
Ｒしています。

佐
竹
市
長
と
も
大
の
仲
良
し
だ
よ
！

ま
だ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ば
か
り
！

水

環境

税

国体
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市
で
は
、
消
費
者
・
生
産
者
・
製
造
者
・

流
通
販
売
者
が
、
食
品
の
安
全
に
関
す
る
情

報
交
換
な
ど
を
行
う
、「
秋
田
市
食
品
安
全

推
進
懇
談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
に
消
費
者
の
立
場
で
参
加
す
る
か

た
を
募
集
し
ま
す(

報
酬
あ
り)

。
会
は
年
３

回
程
度
、
平
日
の
日
中
に
開
催
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
１
年
以
上
お
住
ま
い
の
20
歳

以
上
の
か
た(

国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
や

職
員
、
市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
は
除
く)

募
集
人
数
／
２
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
）
任
期
／
２
年
　

●
応
募
方
法

７
月
14
日
(金)
ま
で
、
衛
生
検

査
課
に
あ
る
応
募
用
紙
に
、
食
品
の
安
全
に

関
す
る
提
言(

400
字
程
度)
を
添
え
て
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
で
、
〒
０
１
０
‐
０
９
７
６
秋
田

市
八
橋
南
一
丁
目
８-

３
秋
田
市
保
健
所
衛
生

検
査
課tel(

８
８
３)

１
１
８
１
・
フ
ァ
ク
ス

(

８
８
３)

１
３
４
４

都
市
景
観
や
都
市
の
緑
化
に
つ
い
て
市
に

意
見
を
述
べ
る
、「
秋
田
市
都
市
環
境
の
創

造
お
よ
び
保
全
に
関
す
る
審
議
会
」
の
市
民

委
員
を
募
集
し
ま
す(

報
酬
あ
り)

。
会
議
は

年
２
回
程
度
、
平
日
の
日
中
に
開
催
し
ま
す
。

希
望
す
る
か
た
は
「
都
市
の
景
観
形
成
や

緑
化
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
ま

た
は
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文(

400
字
程
度)

を
添
え

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
の
か

た(

国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
や
職
員
、

市
の
審
議
会
委
員
は
除
く)

募
集
人
数
／
４
人(

応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選)

任
期
／
２
年
　

●
応
募
方
法

７
月
18
日
(火)(

必
着)

ま
で
、

市
民
相
談
室
、
都
市
総
務
課
、
土
崎
・
新
屋

支
所
、
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
地

域
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
応
募
用
紙
に
作
文
を
添

え
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
〒

０
１
０
‐
８
５
６
０
秋
田
市
都
市
総
務
課

tel(

８
６
６)

２
３
３
２
・
フ
ァ
ク
ス(

８
６
５)

６
９
５
７

Ｅ
メ
ー
ルro-urm

n@
city.akita.akita.jp

※
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/ur/m

n/

秋
田
駅
東
側
の
手
形
字
西
谷
地
地
内
で
行

っ
て
い
る
道
路
工
事
は
、
６
月
に
完
了
予
定

で
し
た
が
、
昨
冬
の
豪
雪
の
影
響
で
作
業
が

遅
れ
た
た
め
、
９
月
下
旬
ま
で
延
長
し
ま
す
。

工
事
区
間
周
辺
は
引
き
続
き
一
部
交
通
規

制
が
行
わ
れ
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
う

回
す
る
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
駅
東
地
区
土
地
区
画

整
理
工
事
事
務
所tel(

８
３
４)

２
２
０
４

下
新
城
中
野
字
街
道
端
西
地
内
に
あ
る
、

国
道
７
号
方
面
か
ら
県
立
大
学
へ
向
か
う
道

路
が
、
下
水
道
工
事
の
た
め
、
７
月
３
日
(月)

か
ら
８
月
上
旬
ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
、
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

う
回
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
局
下
水
道
建
設

課tel(

８
６
４)

１
４
５
５

斑
点
は
ん
て
ん

米
の
原
因
と
な
る
カ
メ
ム
シ
類
の
被

害
を
防
ぐ
た
め
、
畦
畔

あ

ぜ

、
休
耕
田
、
水
田
周

辺
の
雑
草
地
、
農
道
な
ど
を
地
域
で
一
斉
に

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-人口18.６.１現在

●人口／332,115人(＋15)
●男／157,463人(－13)
●女／174,652人(＋28)
５月分・出生 231人

・死亡 273人
・転入 711人
・転出 654人

（ ）内は前月比

●世帯／132,002世帯(＋99)

秋
田
駅
東
の
交
通
規
制
を

９
月
下
旬
ま
で
延
長

３

車に乗ったらシートベルト・チャイルドシートを…自分や家族の安全のためにも、正しく着用し
ましょう。また、後部座席でもシートベルトを着用するようにしましょう。生活課tel(866)2035

カ
メ
ム
シ
防
除
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

５

食
の
安
全
を
話
し
合
う

懇
談
会
の
委
員
を
募
集

１
都
市
の
景
観
や
緑
化
に

関
す
る
審
議
会
の

市
民
委
員
を
募
集

２

８
月
上
旬
ま
で

下
新
城
で
車
両
通
行
止
め

４



除
草
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
出
穂
間
近
の
除
草
は
、
カ
メ
ム
シ

類
を
水
田
に
追
い
込
み
、
斑
点
米
被
害
を
助

長
し
ま
す
。
除
草
は
、
７
月
下
旬(

出
穂
の

10
日
〜
15
日
前)

ま
で
に
終
わ
ら
せ
、
そ
れ

以
降
は
、
収
穫
２
週
間
前
ま
で
除
草
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
刈
り
取
っ
た

雑
草
は
、
適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
市
農
林
業
総
合
指
導

セ
ン
タ
ーtel(

８
６
６)

２
４
６
２

昨
年
の
ブ
ナ
の
実
の
豊
作
に
よ
っ
て
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
の
個
体
数
が
増
え
て
お
り
、
今
年

は
エ
サ
を
求
め
た
ク
マ
が
、
人
里
に
多
く
現

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

山
中
、
山
間
部
で
は
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
残
飯
な
ど
の
ご
み
は
捨
て
な
い(

ク
マ
の

エ
サ
に
な
り
ま
す)

▼
音
を
出
す
も
の(

鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど)

、

強
い
臭
い
を
出
す
も
の(

携
帯
蚊
取
り
線

香
な
ど)

を
持
っ
て
い
く

▼
で
き
る
だ
け
２
人
以
上
で
行
動
す
る

●
問
い
合
わ
せ
　
森
林
整
備
課

tel(

８
６
６)

２
１
１
７

国
土
交
通
省
で
は
、
都
市
再
生
街
区
基
本

調
査
の
た
め
、
来
年
３
月
ま
で
市
街
地
を
測

量
し
て
い
ま
す
。
同
省
発
行
の
身
分
証
明
書

を
携
帯
し
た
作
業
員
が
伺
っ
た
際
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
国
土
地
理
院
東
北
地
方
測

量
部tel

０
２
２(

２
９
５)

８
６
１
１

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
に

ご
注
意
を
！

６

今月が納期の市税
固定資産税第２期
国民健康保険税第１期
納期限は７月31日(月)で

す。市税の納付には、簡
単・便利な口座振替をご
利用ください。

固定資産税は…
納税課tel(866)2059

国民健康保険税は…
国保年金課tel(866)2189

問い合わせ

市役所のいろいろな仕事や手続きの
仕方を説明した、平成18年度版「市民便利帳」を作
成しました。無料配布していますので、ご希望の
かたは下記の窓口へどうぞ。広報課tel(866)2034

市民便利帳を
ご利用ください

配
布
窓
口

市役所(案内、市民課、市民税課、高齢福祉課)
土崎・新屋支所、河辺・雄和市民センター
アルヴェの市民サービスセンター
各公民館・地域センター・コミュニティセンター

８月１日(火)から、アルヴェの市民サービスセン
ター、または、子ども未来センターで各種申請手
続きをしたかたは、アルヴェの駐車場料金の最初
の１時間が無料になります。申請手続きのときに、
窓口で駐車券をお見せください。

秋田市民交流プラザ管理室tel(887)5310

市民サービスセンター
・住民票や戸籍謄本の発行、住民異動届、
戸籍届などの各種申請手続きをしたかた

子ども未来センター
・保育所入所、子育てクーポン券を申請したかた
・子育ての悩みなどで相談室を利用したかた

無
料
に
な
る
人

申請手続きの際は
アルヴェ駐車場１時間無料

※上記以外、子ども未来センターの「ぷれいるーむ」
や自然科学学習館などの利用は、無料サービスの
対象ではありませんのでご注意ください。

問い合わせ

８月１日(火)から

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査

の
測
量
に
ご
協
力
を

７

印鑑登録証の交換は
お済みですか

河辺市民センターtel(882)5131
問い合わせ

雄和市民センターtel(886)5523

▲

あきた市民カード

旧河辺・雄和両町で発行した印鑑登録証は、市
町合併により、現在使用できません。新しい印鑑
登録証(あきた市民カード)と交換する必要があり
ますので、古い印鑑登録証をお持ちになり、河
辺・雄和市民センターで交換(無料)してください。
交換は代理のかたでもできますが、住民票・印

鑑証明書の自動交付機を使うために必要な暗証番
号の登録は、本人しかできません(運転免許証など、
身分を証明するものをお持ちください)。

古い登録証

旧河辺・雄和両町のかたへ

広報あきた ７月１日号11

▲
▲
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５月の家庭ごみなどの量

194万３千円
５月の家庭ごみの減量は目標

に届かず、貯金の額が約54万円
も減ってしまいました。

５月末現在の環境貯金は

＊御所野の総合環境センターで焼却・溶融したごみの量(資源化物を除く)

４
月
は
調
子

よ
か
っ
た
ん

だ
け
ど
な
ぁ

環境活動に
活発な団体
個人を表彰
６月１日、秋田市環境

活動推進協議会(事務局・
環境企画課)は、積極的に
環境活動をしている右記
の優良実践団体・個人を
表彰しました。

集団回収部門 大住中央通り町内会
ボランティア清掃部門 浜田小学校　

秋田市環境活動明徳地区協議会
個人活動部門 柿崎浩治さん

那須さんは長年、家庭でごみ減量
や省エネ行動を続けているほか、平
成８年に環境省の審査に合格して環
境カウンセラーとなり、環境に関す
る講演を行っています。また、県や
市の環境審議会委員を務めています。
これらの活動が評価され、このた

び地域環境保全功労者として環境大
臣から表彰されました。

那須チカ子さん(泉)

おめでとう！環境大臣表彰

国
道
七
号
下
浜
地
区
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
交
通

渋
滞
の
解
消
、
沿
道
の
環
境
改
善
、
交

通
事
故
対
策
と
し
て
、
浜
田
地
区
か
ら

由
利
本
荘
市
と
の
境
界
ま
で
の
約
６
㌔

の
区
間
に
、
新
し
い
バ
イ
パ
ス
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
路
線
を
秋
田

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
都
市

計
画
に
明
確
に
位
置
づ
け
る
た
め
、
都

市
計
画
道
路
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

下
記
の
日
程
で
計
画
の
説
明
会
、
素

案
の
閲
覧
を
行
っ
た
後
、
公
聴
会
を
開

催
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
お
聞

き
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

県
庁
６
階
秋
田
県
都
市
計
画
課
　

秋
田
県
秋
田
地
域
振
興
局
用
地
課

市
役
所
４
階
秋
田
市
都
市
計
画
課

下
浜
地
域
セ
ン
タ
ー

７
月
７
日
(金)
午
後
６
時
30
分
か
ら

問い合わせ

秋
田
県
都
市
計
画
課

tel(

８
６
０)

２
４
４
５

秋
田
市
都
市
計
画
課

tel(

８
６
６)

２
１
５
２

秋
田
県
秋
田
地
域
振
興
局
用
地
課

tel(

８
６
０)
３
４
５
２

下
浜
の
道
路
計
画
を
説
明
し
ま
す

と
き
▼

と
こ
ろ
▼
下
浜
地
域
セ
ン
タ
ー

■
説
明
会

と
き
▼
７
月
11
日
(火)
か
ら

28
日
(金)
ま
で
の
平
日
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ
▼

■
素
案
の
閲
覧

■
公
聴
会

と
き
▼
７
月
28
日
(金)
午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ
▼
市
役
所
２
階
正
庁

※
意
見
を
述
べ
た
い
か
た
は
、
７

月
14
日
(金)
か
ら
21
日
(金)
ま
で
、

秋
田
県
都
市
計
画
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

tel(

８
６
０)

２
４
４
５

▲

▲

▲

計
画
区
間



平
成
18
年
度

秋
田
市
文
化
選
奨
は
、
学
術
・
芸
術
の
分
野
で
前
年
度

に
優
れ
た
作
品
を
発
表
し
、
市
民
文
化
の
発
展
に
貢
献
し

た
か
た
に
贈
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
の
受
賞
者
は
、
次
の
皆

さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。
表
彰
式
は
七
月
二
十
六
日
(水)
午

後
四
時
か
ら
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。

雪の白から春色に変わっていく季節を、ピンク、薄緑、薄茶のグラデ
ーションで表現した蓋物です。雪が少しずつ溶けだし、せせらぎとなる
様子、水面の光や水音が聞こえてくるような、温もりと気品のある作品
です。春を待つ気持ちと喜び、造形美を追求する熱意が表れています。

絵画「from far away－鼓動」
榎江

え

里
り

子
こ

さん(52歳・山王)
「漁網」は故郷の男鹿を象徴しており、制作の原

点で、「ふくろう」は知識・芸術の神として西洋画の
伝統的な主題です。最小限の要素による大胆な試み
と色彩が評価されました。柔らかな網を幾重にも重
ねて、重量感のある立体として描き出し、繊細で瞑
想的な独特の世界を作り上げています。

顧
こ

清
せ い

詩
し

「程
て い

徳
と く

望
ぼ う

祠部
し ぶ の

登
と う

月
げ つ

亭
て い

」
長
は

谷
せ

川
がわ

長龍さん(67歳・大町)

本名：長
は

谷
せ

川
がわ

靖
やす

隆
たか

さん

中国明時代の書家倪
げい

元
げん

●
ろ

の
書風を学び、自らの感性を盛
り込んだ作品です。詩の内容
をよく理解し、どっしりとし
た格調ある書体を保ちながら、
リズミカルな流れをなし、颯

さっ

爽
そう

たる雰囲気を醸し出してい
ます。

書籍「あきた物語源流から明日へ」
佐
さ

々
さ

木
き

義
よし

廣
ひろ

さん(57歳・手形)

世界的な視野に立ち、縄文時代から近・現代に
至る秋田１万年の歴史をユニークな見解で執筆。
歴史上広く知られている大事件のみならず、これ
まで取り上げられる機会の少なかった民衆の生活
などにも光をあてています。今後の郷土史研究の
分野に新境地を拓きました。

文化振興室
tel(８６６)２２４６

問い合わせ

有
ゆ う

線
せ ん

七
し っ

宝
ぽ う

蓋
ふ た

物
も の

「春」
齋
さい

藤
とう

和
かず

子
こ

さん(71歳・山王)

洋
画

書
道

学
術

工
芸

広報あきた ７月１日号13

ちょうりゅう

えのき



おおむね60歳以上のかたが対象で
す。時間は午前10時～正午。参加無
料。直接会場へどうぞ。
秋田民謡手踊り教室 ７月11日(火)、
大森山老人と子どもの家で。

tel(828)1651
軽スポーツ ７月14日(金)、雄和ふれ
あいプラザで。tel(886)5071

要介護認定を受けていない65歳以上
のかたが対象です。柔軟性を高めま
しょう。腰痛や肩こり予防にも。
日時／７月13日(木)午前10時30分～
11時30分　会場／サンライフ秋田
受講料／630円
●申し込み　７月３日(月)午前10時か
らサンライフ秋田tel(863)1391

どなたでも受講できます。ストレッ
チや軽いダンスで健康作りをします。
日時／７月10日(月)・24日(月)・31日
(月)、８月７日(月)の４回、午前９時30
分～11時30分 会場／泉地区コミセ
ン　参加費／無料　定員／先着30人

●申し込み　７月４日(火)午前９時か
ら中央公民館tel(824)5377

どなたでも受講できます。つぼ体操
で楽しく交流しましょう。先着20人。
日時／７月18日(火)・25日(火)、８月１
日(火)・８日(火)の４回、午後７時～９時
会場／中通児童館　参加費／無料
●申し込み　７月４日(火)午前９時か
ら中央公民館tel(824)5377

どなたでも受講できます。太極拳の
基本的な型を体験します。先着20人。
日時／７月13日(木)・20日(木)・27日
(木)の３回、午後２時～３時30分　会
場／北部公民館　参加費／無料　　
●申し込み　７月３日(月)から11日
(火)まで、北部公民館(午前９時～午
後５時)tel(873)4839

20歳以上のかたが対象です。
日時／７月14日(金)・21日(金)・28日
(金)、８月４日(金)の４回、午前10時45
分～午後零時15分　会場／サンライ
フ秋田 受講料／3,360円
●申し込み　７月３日(月)午前10時か
らサンライフ秋田tel(863)1391

寝たきりや認知症のかたなどを介護

しているかたが対象です。悩みや日
ごろの思いを話し合いましょう。参
加無料。直接会場へどうぞ。
日時／７月18日(火)午後１時30分～
３時　会場／市保健センター
●問い合わせ　在宅介護者の集い代
表の廣田さんtel(863)0935

40歳以上の女性が対象。講話や調理
実習で、生活習慣病予防について学
びませんか。電話で予約が必要です。
日時／７月20日(木)午前10時～午後
１時　会場／河辺総合福祉交流セン
ター　受講料／無料　定員／32人
●申し込み　７月３日(月)から市保健
所保健予防課tel(883)1175

肥満、高血圧、糖尿病などのかたの
食事について、栄養士が個別に相談
に応じます。電話で予約が必要です。
市保健所保健予防課tel(883)1175

日時／７月12日(水)午前10時～午後
２時30分　会場／市保健センター　

「肝臓病の診断方法」を中心に、医師、
管理薬剤師、管理栄養士などがお話
しします。無料。直接会場へどうぞ。
日時／７月15日(土)午前10時～11時30
分　会場／市立病院１階外来ホール
●問い合わせ　市立病院tel(823)4171

健康

いきいきサロン

はじめての水泳
すいえい

教
きょう

室
しつ

在宅介
ざいたくかい

護
ご

者
しゃ

の集
つど

い

入
にゅう

門
もん

太
たい

極
きょく

拳
けん

教
きょう

室
しつ

女性
じょせい

のための食
しょく

生活講
せいかつこう

座
ざ

泉
いずみ

地
ち

域講
いきこう

座
ざ

ストレッチ運動
うんどう

健
康
づ
く
り
月
間
の

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
！

10月の市民健康づくり月間に向
けて、健康づくり運動を促進する
啓発ポスターを募集します。最優
秀作品(１点)と入選作品は、10月
上旬に開催する「市民健康フォー
ラム」で表彰します。

応
募
規
格

応
募
方
法

問い合わせ 保健総務課
tel(883)1170

８月18日(金)(消印有効)まで、
〒010-0976 秋田市八橋南一丁
目８－３　市保健所保健総務
課までご提出ください。

●大きさは、原則Ｂ３画用紙。
●色彩、画材は自由です。
●言葉や文章を入れてもかまい
ません。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
た
ば
こ
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
害
」

秋田市内の中学生
１人何点でも応募できます。

対
象

●訂正とおわび…広報あきた６月16日号13ページ
「65歳以上のかたの健康診査」で、土崎レディース
クリニックの受診時間に誤りがありました。正し
くは「午前９時～11時30分、午後２時～５時30分
(水・土曜日は午前のみ)」です。訂正しておわびし
ます。

問い合わせ 保健予防課tel(883)1172

65歳以上のかたが医療機関で受ける基本健康診
査、がん検診などの日程が、今年から延長されま
した。病気などの早期発見のため、忘れずに受け
ましょう。受けられる医療機関など詳しくは、広
報あきた６月16日号をご覧ください。

65歳以上のかたの健康診査

中
なか

通
どおり

地
ち

域講
いきこう

座
ざ

食
しょく

生活相談
せいかつそうだん

市
し

立
りつ

病
びょう

院
いん

の肝臓
かんぞう

教
きょう

室
しつ

今年から期間が延びました！

▲

▲
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基本健康診査 ７月～11月の５か月間

前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診
大腸がん検診

７月～10月の４か月間

▲
▲



平成18年度(平成17年中の所得)「総所得額」から、社会保
険料控除一律８万円、医療費控除、雑損控除額等を控除し
た額を右表と比べ、基準額を超え
る場合は該当しません。また、父
母の所得は合算せず、所得者一人
ずつの所得額で判断します。２歳
以上児以外の所得制限については、
お問い合わせください。

※ここでいう「社会保険本人」とは、国民健康保険(市町村国民
健康保険と国民健康保険組合)以外の健康保険に加入している
被保険者をさします。

●更新手続き

問い合わせ
乳幼児、障害(児)者、ひとり親家庭などの

障害福祉課医療福祉室
tel(866)2513 ファクス(863)6362福祉医療費受給者証

「総所得額」の確認は通知書で
Ａ.サラリーマンで市・県民税
を給料から引かれているかた…市民税・県民税
特別徴収税額通知書の「総所得金額①」欄の額

Ｂ.Ａ以外のかたで、市・県民税を納税通知書で納
付しているかた…市民税・県民税納税通知書の
３枚目に綴られている明細書(所得・控除)の
「総所得①＋②」欄の額

２歳以上児の通院の所得制限

診療を受けるとき、この受給者証を健康保険証と一緒に医
療機関に提出すると、保険診療の自己負担分が助成されます。

＊扶養親族が１人増すご
とに、所得基準額に38
万円が加算されます。

扶養人数 所得基準額

平成18年７月31日が有効期限の福祉医療費受給者証は、
８月１日付けで更新となります。更新の対象となる受給者
証をお持ちのかたには、順次、更新申請書をお送りしてい
ますので、期日までに提出してください。なお、申請書の提
出がない場合、新しい受給者証は交付されません。

平成16年７月生まれのお子さん
で、17年度に所得制限を超えて
いたかた（左の○の部分が「80」
のかた）は、更新対象になりませ
ん。あらためて申請が必要です。

８０

●新規申し込み
右表に該当するかたは、申請により受給者証が交付されま

す。今まで申請をしていなかったり、17年度には所得制限を
超えたため該当していなくても、今年度は交付される場合が
あります。詳しくは障害福祉課医療福祉室にお問い合わせく
ださい。新規申請の受け付けは７月10日(月)からです。

広報あきた ７月１日号15

０人 267万２千円
１人 305万２千円
２人 343万２千円
３人 381万２千円

★麻しん、風しん、単独での無料接種が可能に！
４月から「麻しん・風しん混合ワクチン」の無料接

種を実施していますが、６月から混合ワクチンに加え、
「麻しんワクチン」「風しんワクチン」もそれぞれ単独
で無料接種ができるようになりました。これにより、
現在、第１期接種対象者で、以前に「麻しん」「風し
ん」どちらかを単独で接種したかたは、もう一方のワ
クチンを無料で受けることが可能となりました。

麻しん・風しんの予防接種
６月から変わりました

第１期：１歳～２歳未満に１回

第２期：５歳～７歳未満に１回
※小学校の１年前から入学まで

●麻しん・風しん混合ワクチン
●麻しんワクチン(６月から追加)
●風しんワクチン(６月から追加)

使
用
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
象

※接種歴や罹
り

患
かん

歴により、使用ワク
チンが異なります。

★混合ワクチンの無料接種対象者が拡大
現在、第２期接種対象者で、以前に「麻しん」「風

しん」の予防接種を受けたかたも、混合ワクチンを無
料で受けることが可能となりました。

問い合わせ 市保健所健康管理課tel(883)1179 
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●申し込み　はがきに住所、保護
者の氏名、子どもの人数、電話番
号を書いて、７月10日(月)まで、〒
01 0 - 1 4 2 4御野場六丁目５-９
NPO法人あきた海辺の自然学校の
打矢繁美さんtel(839)4343

精神科医の明橋大二さんによる
基調講演や、親子体操など。入場
無料。託児あり(要予約)。申し込
みは、ばっけの会tel(834)4733
とき／７月17日(月)午前10時～午
後４時　ところ／遊学舎　　

★保育所開放 直接各保育所へ。
土崎保育所のみ７月６日(木)から申
し込みが必要です。tel(845)1571
対象／０～５歳の親子　
時間／午前９時45分～11時(土崎
保育所のみ午前９時15分～)
泉・河辺中央 ７月11日(火)
牛島・戸島・岩見三内 ７月12日(水)
土崎 ７月15日(土)
港北・川尻・保戸野 ７月18日(火)
寺内 ７月19日(水)
★青空保育 お子さんを公園で遊
ばせながら、お母さん同士や保育
士と情報交換しましょう。時間は
午前10時10分から約40分。直接各
公園へどうぞ。雨天中止。
７月12日(水) 山王第二街区公園
(かぼちゃ公園)、下夕野公園
７月18日(火) 川口街区公園
７月19日(水) 寺内八橋イサノ公園
★親子サロン 就園前のお子さん
とご家族が対象。７月12日(水)午前
９時45分～11時、手形第一保育所
で。申し込みは７月６日(木)から手
形第一保育所tel(834)0766

参加無料。直接会場へ。子ども
未来センターtel(887)5340
親子のふれあい広場 子ども未来

センターで、手遊びやふれあい遊
びなど。時間は午前10時～10時30
分。よちよち広場(０歳～１歳)
７月６日(木) ぴょんぴょん広場

(２歳～３歳) ７月13日(木)
パンダ広場 就園前のお子さんと
ご家族が対象。７月７日(金)午前10
時～11時、セリオンプラザ多目的
ホールで、手遊びなど。
おはなし会 就学前のお子さんと
ご家族が対象。７月11日(火)午前10
時30分～11時、子ども未来センタ
ーで、絵本の読みきかせなど。
こんにちは広場 就園前のお子さ
んとご家族が対象。手遊びなど。
７月11日(火)午前10時30分～、

川尻小ミーティングルーム　 ７
月14日(金)午前10時15分～、桜児
童センター　 ７月19日(水)午前10
時30分～、下北手児童センター

★子育てサロン「スマイルキッズ」
とき／７月３日(月)・10日(月)、午
前10時～正午　ところ／サンパル
秋田　参加料／１世帯300円
定員／20組　申し込み／子育て応
援Seedtel090-2979-9578
★しゃぼんだま広場 とき／７月
４日(火)午前10時～11時30分　と
ころ／四ツ小屋児童センター　問
い合わせ／四ツ小屋地区主任児童
委員の伊藤さんtel(839)3891
★ほっぺの会 対象／就学前のお
子さんとご家族　とき／７月４日
(火)午前10時～正午 七夕飾り作り、
７月18日(火)午前10時～正午 笹巻
き作り　ところ／仁井田児童館
問い合わせ／仁井田地区主任児童
委員の田近さんtel(839)5002
★このゆびとまれ！ 対象／就園
前のお子さんとご家族　とき／７月
４日(火)・18日(火)、午前10時～正午
ところ／明徳児童センター　
問い合わせ／明徳地区主任児童委
員の奥山さんtel(835)0674

★親子ビクス とき／ベビー(生後
６週～１歳) ７月７日(金)・14日
(金)、午前11時～ キッズ(１歳～就
園前) ７月７日(金)午前10時～　マ
マビクス ７月14日(金)午前10時～
ところ／県青少年交流センター
参加費／１世帯500円
定員／先着各50組　申し込み／子
育て応援Ｓeedtel090-2954-3947
★すくすくサロン“きしゃぽっぽ”
対象／就学前のお子さんとご家族
とき／７月６日(木)・20日(木)、午前
10時～正午　ところ／南部公民館
問い合わせ／南部公民館

tel(832)2457
★ダリアエンジェルクラブ
対象／雄和地域の就学前のお子さ
んとご家族　とき／７月７日(金)か
ら毎週金曜日、午前10時～　とこ
ろ／雄和公民館　問い合わせ／代
表の佐々木さんtel(886)3895
★親子エアロビクス 対象／平成
16年度生まれのお子さんと母親
とき／７月14日(金)午前10時～正午
ところ／セリオンプラザ　
参加料／１組300円　定員／10組　
申し込み／エンゼルパルの小島さん

tel090-7063-6677
★さくらっこクラブ
対象／就園前のお子さんとご家族
とき／７月14日(金)午前10時～正
午　ところ／桜児童センター　
問い合わせ／桜地区主任児童委員
の三浦さんtel(835)7307
★牛島っ子 カレーパーティ。
対象／就園前のお子さんとご家族
とき／７月19日(水)午前10時～11
時30分　ところ／南部公民館　参
加料／300円　問い合わせ／南部
公民館tel(832)2457
★とんとんクラブ 対象／３歳未
満のお子さんとご家族　
とき／７月19日(水)午前10時～　
ところ／下北手児童センター　
問い合わせ／下北手地区主任児童
委員の川村さんtel(834)9427

おり姫とひこ星に願いを込めて、きり紙
の七夕飾りを作りませんか？　下絵のとお
りに切れば、ステキな七夕飾りが完成。短
冊に願い事を書いて、ささ竹に結ぼう！

きり紙工房／編著 金園社

土崎図書館 tel(845)0572

きりがみ　あそび

子どもと一緒に楽しめる本を紹介
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対象

申し込み

７月19日(水)・21日(金)午前10時～正午
アルヴェ４階調理室 参加無料

定員／各16組(どちらか１日を選択)

親子で一緒に食事を作りましょう。

キッズ・クッキング講座

７月５日(水)午前９時から子ど
も未来センターtel(887)5340

３歳のお子さんと保護者



個人通知はしませんので、母子
健康手帳別冊をよく読んで受診し
ましょう。別冊をお持ちでないか
たは、保健予防課、市民課、土
崎・新屋支所、市民サービスセン
ター(アルヴェ１階)、河辺・雄和
市民センター、岩見三内・大正寺
連絡所へどうぞ。tel(883)1172
■４・７・10か月児健康診査
４・７・10か月になった日から

１か月以内のお子さんを対象に、
母子健康手帳別冊に記載されてい
る市内の委託医療機関で行ってい
ます。なお、委託医療機関に、下
記の医療機関が加わりました。
●えのきこどもクリニック(八橋田
五郎)tel(866)0505 ●島田クリニ
ック(川元山下町)tel(888)0101
●石田小児科医院 ( 広面字蓮
沼)tel(831)3012 ●さくら小児科
医院(桜一丁目)tel(825)5560
■１歳６か月児健康診査
平成17年１月生まれのお子さん

が対象です。右表の地区割りを確
認し、ご自分の地区の日にどうぞ。
都合が悪く、受診できないかたは
ご連絡ください。まだ受けていな
いかたも、２歳未満だと受診でき
ますので、ご連絡ください。当日
は母子健康手帳と別冊、バスタオ
ルをお持ちください。受付時間は
午後零時45分～１時30分。
中央地域 ８月２日(水)、市保健セ
ンター　東部・南部①地域 ８月
３日(木)、アルヴェ４階　北部地域
８月４日(金)、土崎支所３階　南

部②・西部地域 ８月８日(火)、市
保健センター　雄和地域(対象…平
成16年11・12月、平成17年１月生
まれ) ８月９日(水)、雄和公民館
３階　河辺地域(対象…平成16年
11・12月、平成17年１月生まれ)
８月10日(木)、河辺総合福祉交流

センター

■３歳児健康診査
平成15年２月生まれのお子さん

が対象です。下表の地区割りを確
認し、ご自分の地区の日にどうぞ。
都合が悪く、受診できないかたは
ご連絡ください。まだ受けていな
いかたも、４歳未満だと受診でき
ますので、ご連絡ください。
当日は母子健康手帳別冊の３歳

児健康診査用アンケートと尿検査
セット(尿を容器に採って)、母子
健康手帳をお持ちください。受付
時間は午後零時45分～１時30分。
中央地域 ８月22日(火)、市保健セ
ンター　東部・南部①地域 ８月
23日(水)、アルヴェ４階　北部地域
８月24日(木)、土崎公民館　南部

②・西部地域 ８月29日(火)、市保
健センター　雄和地域(対象…平成
15年１・２・３月生まれ) ９月
20日(水)、雄和公民館３階　河辺地
域(対象…平成15年１・２・３月生
まれ) ９月22日(金)、河辺総合福
祉交流センター
■会場の地区割り

※母子手帳別冊にある地区割りが
一部変わっていますので、上の表
をご確認ください。
※アルヴェ周辺には無料駐車場が
なく、土崎支所は駐車場が狭いの
で、公共交通機関などのご利用を。

生後８～10か月のお子さんと保
護者が対象です。離乳食の進め方、
食品の調理法、試食など。要予約。
とき／７月24日(月)午前10時～11
時30分　ところ／市保健センター
受講料／無料　定員／20人
●申し込み　７月３日(月)から市保
健所保健予防課tel(883)1175

会場は市保健センター。いずれ
も市保健所保健予防課へ電話予約
が必要です。tel(883)1174
■育児相談　保健師、栄養士、歯
科衛生士が育児などの相談に応じ
ます。７月の相談日＝20日(木)午前
10時～午後３時30分
■マタニティ＆ママ相談　35歳以
上の初妊産婦さんと20歳以下の妊
産婦さんの相談に、毎月１回、助
産師が応じています。
７月の相談日＝20日(木)午前10時
15分～11時45分

急用、仕事のときに、お子さん
を預かる協力会員を募集していま
す。あなたの子育て経験や空いた
時間を活かしませんか。下記の研
修が必要です。受講無料。詳しく
は秋田市ファミリー・サポート・
センターtel(887)5336
とき／７月20日(木)午前10時～午
後４時　ところ／アルヴェ４階

「子育てクーポン券」の対象と
ならない親子を、バスで海辺の遠
足にご招待します。参加無料。
対象／お子さんを保育所や幼稚園
に預けているご家族　とき／７月
16日(日)午前９時30分～午後３時
30分　ところ／男鹿鵜崎海岸　定
員／40人（応募者多数の場合は抽選）

● 元気が大好き
育児コーナー

育 児
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子育てクーポン券(対象は就学前の
お子さんをご自宅で子育てしている
世帯)で利用できるサービスのひとつ
に、「親子の絵本プラン」があります。
今年から、市内19か所の取扱書店のほかに、１歳６か月

児健診の５会場でも、対象絵本60冊の展示・引き換えを始
めました。なお、５会場のうち、市保健センターを除く４
会場では、施設内でクーポン券の交付もしています。

保
ほ

健
けん

所
じょ

の無
む

料
りょう

相談
そうだん

子育てクーポン券の問い合わせ 児童家庭課tel(866)2094
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７/１(土) ７/４(火)
●地蔵田遺跡「弥生っこ村」
で弥生時代を体験
●市民レポーターが紹介

～河辺農林漁業資料館

７/５(水) ７/11(火)
月～木　午前10時30分～

水～金　午後３時50分～
土 午後 ３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●秋田わか杉国体
ホットニュース
●市民レポーターが紹介

～秋田市の文化財
●筑紫森岩脈の魅力を探る　　

15
分 ●７/30(日)７：30～ ABSおはよう秋田市長です「中学生と秋田の未来を語る」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
te l (866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後５ 時55分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ
］●地蔵田遺跡をボランティアがご案内
●アルヴェ２周年記念イベント開催

●かんきょう井戸端トーク・「広報あきた」から

エフエム秋田 ふれあい情報 月～金　午前10時55分～

エフエム椿台 午後スタ 毎週水　午後２時00分～ 18

１人2,000円

(財)秋田観光コンベンション協会(大町
二丁目3-27 秋田ニューシティ５階)にあ
る申込書に参加料を添えて、７月７日
(金)まで同協会へ。tel(824)8686

申
し
込
み

参加料

７月23日(日)
午前８時30分スタート

スタート 雄和の相川河川敷
ゴール 秋田大橋右岸河川敷

コース
(約20㌔)

手作りの筏で雄物川を楽しく下って
みませんか。種目は、レース部門、レ
クリエーション部門、カヌーマラソン
部門の３つ。ふるってご参加ください。全国の民謡ファンから愛される「秋田長持唄」。その発祥の

地・雄和で全国大会を開催します。特別アトラクションとして、
元祖河辺へそ踊りも披露。珠玉の歌声を間近でどうぞ。

７月16日(日) 午前９時30分開演
雄和体育館

第12回

入場券販売場所　秋田駅トピコ、大会実行委員会事務局(河辺
雄和商工会雄和支所内)、JA雄和・大正寺支店ほか、ポスター
の貼ってある雄和地域の各店

大会実行委員会事務局(河辺雄和商工会雄和支所内)
tel(886)2621

入場券 前売り500円(当日800円)

問い合わせ

秋田長持唄
全国大会

(雄和市民センター向かい)

８月20日(日)、雄和の新波商店街を
主会場に開催される「大正寺おけさ
まつり」で、当日午後５時から行わ
れる「総踊り」の参加者と、夜に打
ち上げられる「メッセージ花火」の打
ち上げ希望者を募集します。
申込締切はいずれも７月28日(金)。

どしどしご応募ください！

人　数 原則として１団体５人以上

その他

衣装は自由。踊りは実行委員会の前進
踊りを基本としますが、アレンジも可
能です。踊りの練習用音楽テープが必
要な場合は早めにお申し出ください

１口10,000円　先着10口
メッセージを読みあげた後に花火を
打ち上げます。(例)「○○ちゃん、お
誕生日おめでとう…パパとママより」

大正寺おけさまつり実行委員会事務局
tel090-8781-7403

総踊り

申し込み

金　額

その他

メッセージ
花　火
５号玉　
直径15㌢

を
募
集

総
踊
り
の
参
加
者

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

秋田駅東口9:30発 広面マルダイ 広面
なかよし 下北手中学校 ユフォーレ
７月の運行日 11日(火)・13日(木)・
18日(火)・20日(木)

ユフォーレへ
無料バス運行

便利な無料シャトルバスをご利用く
ださい。前日までに予約が必要です。

秋　田　便

豊成9:40発 戸島 和田 岩見 ユフォーレ
７月の運行日 12日(水)・19日(水)

河　辺　便

秋田県健康増進交流センター
ユフォーレtel(884)2111

予約・問
い合わせ

◆ユフォーレ健康教室◆
参加無料(入館料別)。申し込みが必要で
す。
パワフル健康教室 ７月11日(火)・25日
(火)、午前10時30分～11時

▼

▼
▼

▼ ▼
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▼ ▼ ▼ ▼

▼
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往復はがきに、見学希望日、住所、氏名、
年齢(１通２人まで。２人の名前と年齢
を書いて)、電話番号を書いて、７月10
日(月)(必着)まで、〒010-8560秋田市山王
一丁目１-１ 秋田市役所市民相談室。電
子メールでの申し込みは、r o - p l c s
＠city.akita.akita.jp へ。電話では受け付
けません。

７月27日(木)・31日(月)と
き

施
設
見
学
会

秋田市観光案内所(JR秋田駅の新幹線
改札口前)に集合→秋田中央道路建設
事務所→千秋公園お堀前で解散

申
し
込
み

コ
ー
ス

市民相談室tel (866)2039

両日とも午前９時45分～11時30分

問い合わせ

平成19年度の完成に向け進められている、
中央道路の工事の様子をご覧いただきます。
参加無料。

秋田中央道路の建設現場を
見に行こう

トンネルを掘り進むシールドマシン

定
員 各日20人(定員を超えた場合は抽選)

７月14日(金) ８月28日(月)

一般700円 高・大学生500円 小・中学生無料

午前10時～午後６時(入館は５時30分まで)開館時間

観覧料

ギャラリートーク(列品解説) ７月19日(水)・
30日(日)、８月６日(日)、午後２時から

柚木
ゆ の き

沙
さ

弥
み

郎
ろ う

つくり、たのしく生きる

講師は、元・国立総合児童センターこ
どもの城事業部長の岩崎清さん。新聞紙
を使って、立体造形に挑戦。完成した作
品を展示室に並べてみよう！

申し込み ７月３日(月)午前10時から
千秋美術館tel(836)7860

対象 小学４年～６年生

先着30人定員

７月28日(金) 午前10時～午後３時
アトリオン多目的ホール

1,000円材料費

絵本『トコとグーグー
とキキ』より　染布コ
ラージュのオブジェ
「トコ」(2004年)

子ども
ワーク
ショップ

問い合わせ 千秋美術館tel(836)7860

現代の染色、特に型染めの世界で、枠にとら
われない創作活動を追求し続ける柚木沙弥郎。
触れられる作品も合わせて、子どもから大人ま
で心ときめく作品の数々をご紹介します。

時代が幕末から明治へと向かう中で、強まる国内外か
らの圧力に耐え、激動の社会情勢に対応した藩主たちの
姿を中心に、秋田藩の歴史を紹介します。

７月２日(日) ９月24日(日)
午前９時～午後４時30分

大人100円 高校生50円 中学生以下無料

問い合わせ　佐竹史料館tel(832)7892

～10代義厚から
12代義堯まで～

ガラス絵「七福神」

個
人
向
け

テーマ
開館時間

観覧料

「
魯
西
亜
船
」
歌
川
芳
幾
作

◆佐竹史料館企画展◆

開
運
！
縁
起
物
大
集
合

赤
れ
ん
が
郷
土
館
企
画
展

７月１日(土) ９月３日(日)
午前９時30分～午後４時30分

大人200円 中学生以下無料

開館時間

観覧料

福を招き、邪気を払い、繁栄と長寿を
もたらす縁起物を集め、その由来やそれ
らに込められた人々の願いを解説します。

問い合わせ　赤れんが郷土館tel(864)6851

柚木作品とコラボレーション
新聞紙であそぼう千秋美術館企画展

▼

▼

▼

▼



ヒトの感覚のふしぎを探ります。錯
覚ショーと反応測定体験。
対象／小学生以上(小学３年生以下
は保護者同伴) 日時／７月８日(土)
午後１時～２時30分　会場／アル
ヴェ４階の自然科学学習館
参加料／無料　定員／20人
●申し込み　７月２日(日)午前９時
から自然科学学習館

tel(887)5330(月曜休館)

火力発電所見学と手回し発電ヘリコ
プター工作。定員15組。
対象／小学生以上の親子　日時／７
月15日(土)午後零時30分～４時　
集合場所／アルヴェ４階の自然科学
学習館　材料費／500円
●申し込み　７月３日(月)から東北
電力秋田営業所tel(884)3313
（平日午前10時から午後５時まで）

小学生陶芸体験 対象／小学４年～
６年生　日時／７月22日(土)・29日
(土)、午前９時30分～11時30分
会場／南部公民館　材料費／1,000
円　定員／各日10人
●申し込み　７月４日(火)午前８時
30分から南部公民館tel(832)2457
親子陶芸体験 対象／小学生の親子
日時／７月22日(土)・29日(土)、８月
５日(土)、午前10時～正午
会場／河辺式田の不衒窯（ふげんがま）
材料費／実費　定員／先着10組
●申し込み　７月３日(月)午前８時
30分から河辺公民館tel(882)5311
親子陶芸教室 対象／小学生とその
保護者　日時／７月27日(木)、８月
７日(月)・10日(木)、午前10時10分～
正午　会場／サンパル秋田
材料費／500円　定員／先着10組
●申し込み　７月５日(水)午前９時
から中央公民館tel(824)5377

道具はお貸しします。初心者歓迎。
対象／中学生　日時／８月８日(火)
から26日(土)までに12回、午後３時

～５時(26日は午後１時～３時)
会場／一つ森公園弓道場　参加料／
3,000円　定員／先着10人
●申し込み　７月18日(火)午前９時
からスポーツ振興課tel(866)2247

日時／７月29日(土)、８月５日(土)・
19日(土)・26日(土)、午前10時～正午
会場／南部公民館
参加料／無料　定員／先着12人
●申し込み　７月４日(火)午前９時
から南部公民館tel(832)2457

巡視船で海の水質調査、旭川での水
生生物調査、まんたらめでネイチャ
ーゲームなど。参加無料。
対象／小学４年～６年生とその保護
者　日時／７月26日(水)午前９時～
午後４時30分　定員／先着30人
●申し込み　７月３日(月)から環境
企画課tel(863)6632

総合環境センターの施設見学と、ペ
ットボトル工作。参加無料。
対象／小学生の親子　日時／７月
27日(木)・28日(金)午前９時30分～正
午　会場／秋田市リサイクルプラザ
（河辺豊成） 定員／各日20人
●申し込み　秋田市リサイクルプラ
ザtel(839)4816

仁別の植物園で自然観察やゲーム。
市役所からバスで送迎します。先着
45人。大人のみ参加料1,000円。

対象／小中学生とその保護者
日時／７月28日(金)午前８時50分～
午後３時　会場／秋田市植物園
●申し込み　７月10日(月)から森林
整備課tel(866)2117

雄和の種沢りんご園内船着場から上
大部船着場まで約２時間30分かけ
て下ります。先着10組。
対象／小学生とその保護者　日時／
７月30日(日)午前８時30分、雄和公
民館集合　保険料／１人200円　
●申し込み　７月５日(水)午前９時
から雄和公民館tel(886)5585

対象／小学２年生以上の家族
日時／７月30日(日)午前８時～午後
５時30分　集合場所／土崎公民館
参加料（保険料込み）／小学生800円、
大人1,700円　定員／先着30人
●申し込み　７月３日(月)から土崎
公民館tel(846)1133

デッサン、コンピュータ、木材工芸、
クラフト、インテリアデザインの５
コース。資料代500円。定員各15人
(デッサンは45人、インテリアデザ
インは10人)。７月３日(月)から７日
(金)まで、各中学校を通してお申し込
みください。
日時／７月31日(月)午前９時～午後３
時、８月１日(火)午前９時～午後１時
30分　会場／美短附属高等学院
●問い合わせ　秋田公立美術工芸短
大附属高等学院tel(828)4127
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８月９日(水)午前９時15分集合
８月11日(金)午後２時30分解散
太平山自然学習センター「まんたらめ」
夏の太平山をたっぷり楽しむ３日間。ドキドキの体験
がいっぱい！　秋田駅東口から大型バスで送迎します。

小学５年生～中学３年生　先着50人
6,500円(宿泊費、食事代含む)

７月11日(火)から７月21日(金)まで
太平山自然学習センターtel(827)2171

申し込み

対　象

参加費

１日目 太平山前岳登山　虫とり　ナイトハイク
２日目 野外炊飯　キャンプファイヤー　テント宿泊
３日目 川遊び　など

２泊３日

▼
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刑務所作業製品の展示即売、所内見
学、木工小物製品の製作体験など。
午前９時から農畜産物の直売も。
日時／７月２日(日)午前９時～午後
３時　会場／川尻の秋田刑務所
●問い合わせ　秋田刑務所企画部門
作業担当室tel(862)6584

岩見川、三内川渓流周辺を散策。
対象／北部地域にお住まいのかた
日時／７月21日(金)午前８時30分、
飯島のOkiDoki前出発　参加料／
1,500円　定員／先着30人
●申し込み　７月３日(月)午前９時
から11日（火）まで北部公民館

tel(873)4839

寺内大畑の秋田城跡出土品収蔵庫前
に集合。参加無料。
史跡秋田城跡散策会 ボランティア
ガイドの解説で散策します。
日時／７月８日(土)午前10時～正午
定員／先着30人　申し込み／７月３
日(月)午前８時30分から秋田城跡調
査事務所tel(845)1837
史跡秋田城跡発掘調査現地説明会
政庁東側に発見された東大路の道路
跡などを説明します。雨天決行。直
接集合場所へどうぞ。
日時／７月８日(土)午後１時30分～
午後３時　問い合わせ／秋田城跡調
査事務所tel(845)1837

歴史作家の土居輝雄さんの案内で、
久保田城の内堀巡り。７月15日(土)午
前10時、中央図書館明徳館前に集合。
●問い合わせ　土居輝雄さん

tel(832)8708

市民風車「風こまち」の足元で自然
エネルギーを感じよう。シンガーソ
ングライターの白井貴子さんのミニ
ライブ、風車見学会、クイズなど。
入場無料。直接会場へどうぞ。
日時／７月15日(土)午後１時から
会場／秋田マリーナ周辺の海岸
●問い合わせ　市民風車の会あきた

tel(863)0800

催し物

往復はがきに、住所、氏名(乗船するかた)、年齢、性別、
日中連絡がとれる連絡先、希望スクール名、人数(はがき
１枚で①は５人まで、②は４人まで)、希望日と午前・午
後の別(第２希望まで)を書いて、７月11日(火)(消印有効)ま
で、〒011-0911飯島字堀川118 秋田マリーナ“海の日”
海洋レクリエーション体験スクール係

申
し
込
み

男鹿海洋高校実習船
「船川丸」体験航海
７月30日(日)午後１時～２時

●申込方法(応募多数の場合は抽選) 往復はがきに、住所、乗
船希望者全員の氏名(はがき１枚で３人まで)と年齢、電話番号
を書いて、７月14日(金)(必着)まで、下記の申し込み先へ。

申し込み先
問い合わせ

※海の祭典の詳しい内容は次回の広報で
お知らせします。

秋田マリーナtel(847)1851問い合わせ

出演バンドを募集中！　年齢やジャンルは問いません。７月24
日(月)午後３時から事前打ち合わせがあります。

７月30日(日)午前10時～午後４時　セリオン広場

●申込方法(応募多数の場合は抽選) バンド名、代表者の氏
名・住所・電話番号(ファクス、Ｅメール)、使用楽器(機材)、機
材などに関する要望を書いて、演奏曲２曲を録音したカセット
テープ・ＣＤ・ＭＤのいずれかと一緒に、７月10日(月)(必着)ま
で、下記の申し込み先へ。※応募作品は返却しません。

●申込方法(応募多数の場合は抽選) 往復はがきに、住所、氏名、
年齢、職業、電話番号を書いて、７月15日(土)(必着)まで、下記へ。

海洋レクリエーション
体験スクール

７月16日(日)・17日(月)
小学生以上が対象です(小中学生は保護者同伴)。いずれも参加料

１人300円。③のボート試乗体験のみ当日会場でも受け付けます。

秋田マリーナ

マリンウィーク’06

①ヨット体験 午前10時～、午後１時～　定員／各15人

②ボートフィッシング体験 午前10時～、午後１時～
定員／各12人　＊竿・仕掛け・氷代１人500円が別途かかります

③ボート体験試乗 午前10時～午後４時、随時(１回約20分)

湊の演奏会 海に向かってバンド演奏2006

飛鳥Ⅱ特別講演の夕べ
８月５日(土)午後６時～８時　秋田港寄港中の飛鳥Ⅱ船内

「世界の辺境を旅して40年－ある小説家の徘徊取材報告」と題し
て作家の西木正明さんが講演します。15歳以上のかたが対象です。

〒011-0945土崎港西三丁目10-25土崎支所内
秋田港海の祭典実行委員会　tel(845)5983

海の祭典イベント参加者募集
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小企業野球大会に参加する、市内の
中小企業の軟式野球チームを募集。
同業種３事業所までの合同も可。
●申し込み　７月21日(金)まで工業
労政課tel(866)2114

秋大医学部附属病院で、患者さんの
案内や図書整理、花だん整備などを
してくださるボランティアを募集し
ます。７月28日(金)午後２時から面
接と健康診断があります。
対象／18歳以上のかた(高校生を除
く) 活動日時／８月から、月～金
曜日の午前８時30分から午後１時
まで。週１回、１～３時間程度
●申し込み　７月21日(金)まで秋田
大学医学部総務課tel(884)6009

体験発表や講話など。参加無料。直
接会場へどうぞ。
日時／７月15日(土)午前10時～正午
会場／県社会福祉会館10階
●問い合わせ　市身体障害者協会

tel(866)1341

「ひとり一人の実りあるあしたのた
めに」をテーマに講演やパネルディ
スカッション。参加料1,000円。
日時／７月９日(日)午後１時～５時
会場／遊学舎　定員／100人
●申し込み　障害者生活支援センタ
ーほくとtel(873)7804

10月15日(日)に行う「であいのこん
さぁと」で発表する、詩やエッセー
の作品を募集します。心身に障害の
あるかたやその周囲にいるかたが対
象です。日ごろ思うこと、感じるこ
と、夢や希望を綴ってみませんか。
点字の作品も受け付けます。
●応募方法　７月15日(土)まで、〒
010-1622新屋日吉町23-22菅原睦実

方　であいのこんさぁと実行委員会
へ。tel(828)7743

秋田県警察音楽隊のコンサートや、
作家の西木正明さんの講演など。入
場無料。直接会場へどうぞ。
日時／７月６日(木)午後１時10分～
３時30分　会場／文化会館大ホール
●問い合わせ　(財)暴力団壊滅秋田
県民会議tel(824)8989

大森山動物園の小松守園長の講話
と、パネルディスカッション。託児
あり。参加無料。定員100人程度。
日時／７月９日(日)午前10時～午後
３時　会場／県生涯学習センター
●申し込み　県生涯学習センター

tel(865)1171

岸壁や駐車場をきれいにしよう!
日時／７月14日(金)午前６時30分か
ら　会場／中島公園(秋田ベイパラ
ダイス前)集合
●問い合わせ　秋田港をキレイにす
る会の高橋茂さんtel(845)7479

雄和地域の歴史・民俗資料を保管し
ている、雄和ふるさとセンター(雄
和新波)は、館内の資料整理作業の
ため、18年度中は休館します。
●問い合わせ　文化振興室

tel(866)2246

種目／ダブルス　日時／７月25日
(火)午前９時から　会場／茨島体育
館　参加料／600円
●申し込み　７月11日(火)まで市卓
球連盟の佐藤さんtel(847)1920

出張ふれあい福祉相談 電話や面接

で心配ごとの相談に応じます。時間
は午前10時～午後３時。
７月12日(水)＝河辺総合福祉交流セ
ンターtel(881)1205
７月26日(水)＝雄和ふれあいプラザ

tel(886)5071
●問い合わせ　市社会福祉協議会

tel(862)7445
障がい者のためのピアカウンセラー
相談 在宅障害者とそのご家族が対
象です。同じ障害のあるピアカウン
セラーが応じます。直接会場へ。
肢体不自由・視覚障がい・内部障が
い・難病＝７月６日(木)午前10時30
分～正午、障害者生活支援センター
ほくとで(電話相談も可)。
肢体不自由・内部障がい＝７月15
日(土)午後２時～４時、南部公民館で。
●問い合わせ　障害者生活支援セン
ターほくとtel(878)7804
無料経営相談 経営上の悩みや創業
などについて、中小企業診断士チー
ムがアドバイス。先着５人。
日時／７月12日(水)午前10時～午後
４時　会場／市役所山王別館
●申し込み ７月10日(月)まで商業
観光課tel(866)2429
産学連携相談 秋田大学地域共同研
究センターのスタッフと、チャレン
ジオフィスあきたのインキュベーシ
ョンマネージャーが、技術的な専門
相談、共同研究に関する情報提供、
産学連携の取り組み事例の紹介など
を行います。直接会場へどうぞ。
日時／７月20日(木)、８月17日(木)、
午後２時～４時30分
会場／アルヴェ４階洋室Ａ
●問い合わせ　工業労政課

tel(866)2114
マンション管理・無料相談会 マン
ションの居住者、区分所有者、購入
予定者が対象です。
日時／７月16日(日)午後１時30分～
３時　会場／サンパル秋田
●申し込み　７月10日(月)まで秋田県
マンション管理士会tel(868)1383

み
ん
な
の
情
報

７月31日(月)午後２時～４時

市役所職員研修棟２階　　　　先着70人

ファクスまたはＥメールに代表者の氏
名、電話番号、参加人数を書いて、７月
24日(月)まで商業観光課へ。
ファクス(866)2425
Ｅメール ro-incm@city.akita.akita.jp

ネットショップの開店を考えているかたが対象です(パソコン

の技術は問いません)。開店に必要な基礎知識や開店後の仕事

などを具体的に紹介。あなたの不安を解消します。参加無料。

講師：楽天(株)営業開発部・清水淳さん

日時

会場 定員

申
し
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み

問い合わせ 商業観光課tel(866)2429
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講座

手ぬぐい、うちわ、内ばきを持って
直接会場へどうぞ。
日時／７月12日(水)午後１時30分～
３時30分　会場／東部公民館
●問い合わせ　東部公民館

tel(834)2206

赤れんが郷土館で開きます。時間は
午前10時～11時30分。受講料１回
200円。先着各24人。
結びの基本＝７月11日(火)
生活のなかの結び＝７月14日(金)
結びとは何か＝７月18日(火)
●申し込み　７月３日(月)午前９時30
分から赤れんが郷土館tel(864)6851

個人情報保護、介護保険制度、気象
などについて学びます。受講無料。
対象／60歳以上のかた
日時／８月10日(木)、９月14日(木)、
10月12日(木)、午後２時～４時
会場／市老人福祉センター
定員／30人(応募多数の場合は抽選)
●申し込み　７月７日(金)まで市社
会福祉協議会tel(862)7445(平日午前
10時～午後３時)

対象／マウス操作と文字入力の基本
ができるかた　日時／７月22日(土)
午後１時～５時　会場／西部公民館
受講料／無料　定員／10人(応募多
数の場合は抽選)
●申し込み　往復はがきに講座名、
住所、氏名、年齢、電話番号を書い
て、７月10日(月)(必着)まで、〒
010-1631新屋元町15-14 西部公民
館tel(828)4217

秋田テルサで開きます。時間は午前
10時～午後１時。受講料は各1,700
円(⑤は2,000円、⑥は1,600円)。定
員各24人。
①和食シェフの夏レシピ＝13日(木)
②絵巻寿司＝14日(金) ③夏のデザー
ト＝15日(土) ④夏バテ防止レシピ＝
21日(金) ⑤お盆の会席料理＝26日
(水) ⑥親子で手作り豆腐＝29日(土)
●申し込み　７月３日(月)午前10時
から秋田テルサtel(826)1800

サンパル秋田で開きます。
再就職準備ＩＴ講習「初めてのエク
セル」 対象／再就職をめざす、マ
ウス操作ができるかた　日時／７月
18日(火)・25日(火)、午前10時30分
～午後３時30分　テキスト代／525
円　定員／12人　申し込み／往復
はがきに講座名、氏名、住所、電話
番号を書いて、７月７日(金)(当日消
印有効)まで、〒010-0921大町二丁
目3-27 女性学習センター
コーチング実践講座「職場でのコミ
ュニケーション」 対象／お勤めの
かた　日時／７月18日(火)・25日
(火)、８月１日(火)・８日(火)、午後６
時30分～８時30分　受講料／無料
定員／先着20人　申し込み／７月
４日(火)午前９時から女性学習セン
ターtel(824)7764

仮想会社の経営者になって、会社づ
くりを体験してみませんか。詳しく
はホームページをご覧ください。
http://www.city.akita.akita.jp/city/in/pr/
対象／市内の大学・短大・専門学校
の学生、30歳未満の社会人
日時／７月22日(土)から９月まで７
回　会場／市役所職員研修棟
●申し込み　７月18日(火)まで工業
労政課tel(866)2114

対象／コールセンターなどに就職希
望のかた　日時／８月２日(水)～10
日(木)、午前９時～午後４時　会場／
秋田経理情報専門学校(中通) テキ
スト代／2,700円　定員／16人
●申し込み　７月20日(木)まで県立
秋田技術専門校tel(895)7166

対象／母子家庭のお母さん、寡婦の
かた　日時／７月19日(水)・21日
(金)・25日(火)、午前９時～午後５時
会場／県社会福祉会館５階
テキスト代／750円　定員／20人
●申し込み　７月10日(月)まで県ひ
とり親家庭就業・自立支援センター

tel(896)1531

初心者と経験者を分けて指導しま
す。初心者歓迎。受講料200円。
日時／７月29日(土)午後６時～８時
30分　会場／茨島体育館
●申し込み　７月22日(土)まで秋田
市ソフトバレーボール連盟の吉田さ
んtel(863)2129

テーマは「街の誘惑～まち☆パシ
ャ！スライドショウ」。スライドを
見ながら、秋田市の街並みや建物、
街遊びについて話そう。先着20人。
日時／７月12日(水)午後７時～９時
会場／アルヴェ３階の市民交流サロ
ン　参加料／無料
●申し込み　７月10日(月)まで市民
交流サロンtel(887)5312

９月18日(月)から行う市長杯争奪中
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教
きょう

室
しつ

会
かい

社
しゃ

ごっこで夢
ゆめ

づくり

コールセンターパソコンスキル科
か

講習
こうしゅう

調
ちょう

理
り

員
いん

養成
ようせい

講
こう

習
しゅう

会
かい

ソフトバレーボールセミナー

ALVE
ア ル ヴ ェ

de
デ

ヨルカイギ

中小
ちゅうしょう

企
き

業
ぎょう

の野
や

球
きゅう

チーム募
ぼ

集
しゅう

雨が降る　父と子の距離近くして ヒサト
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野生のバラの仲間ではもっとも大きな花をつけ
ます。果実の味がナシに似ていることから、ハマ
ナシ(浜梨)の名が生まれ、東北地方でなまり、ハ
マナスになったようです。
花期は６～８月と長く、小さな赤い実をつけま

す。花は香水にも利用されます。

咲いています。

●新屋海浜公園

こ�

そ�

７月が見ごろの花

公園課tel(８６６)２４４５

ここで
見られるよ！

問い合わせ

毎
月
一
回
、
市
内
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
旬
の
草
木
の
開
花
情

報
を
お
届
け
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
四
季
折
々
の
花
を
探
し
に
出

か
け
、
秋
田
の
美
し
い
季
節
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ハマナス

あずまやの近くに咲いています
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